
菊
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時
子
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日
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共
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）
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コ
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岡　

明
雄

（
改
革
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し
ろ
）

高
校
生
の
主
権
者
意
識
を
ど
う
育
て
る
か

■質
18
歳
選
挙
権
制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
学
校
で
の
主

権
者
教
育
と
と
も
に
社
会
や
地
域
に
参
画
し
な
が
ら
意
識
を

育
て
る
こ
と
も
必
要
。
幅
広
い
世
代
で
意
見
交
換
で
き
る
場

を
設
け
た
ら
ど
う
か
。

■答
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
市
内
各
高
校
へ
県
選
挙
管

理
委
員
会
と
一
緒
に
出
前
講
座
を
実
施
し
、
主
権
者
意
識
の

育
成
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
意
見
交
換
で
き
る
場
を

設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
対
話
の
内
容
や
開
催
方
法
、
参

加
す
る
方
々
の
公
平
な
選
定
等
、
検
討
す
る
課
題
が
多
い
こ

と
か
ら
、
今
後
、
全
国
の
事
例
に
つ
い
て
調
査
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

若
者
・
障
が
い
者
の
就
労
支
援

■質
働
く
場
が
な
い
の
が
本
市
の
問
題
。
若
者
や
障
が
い
の

あ
る
人
の
定
住
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
。
市
職
員
の
新

規
採
用
枠
を
ふ
や
し
て
若
者
・
障
が
い
者
の
就
労
支
援
と
人

材
育
成
し
て
は
ど
う
か
。

■答
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
新
規
採
用
人
数
を
抑
制
し
て

い
る
が
、
業
務
量
と
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
計
画
を
見
直
し
、
若
い
世
代
の
採
用
人
数
を

一
定
数
確
保
し
た
い
。
ま
た
、
本
市
の
障
害
者
雇
用
率
は
法

定
雇
用
率
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
障
が
い
者
の
活
躍
の
場
を

更
に
広
げ
る
た
め
、
障
が
い
者
の
採
用
枠
設
定
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
た
い
。

「
し
ご
と
の
創
生
」
重
要
な
視
点

■質
厳
し
い
企
業
誘
致
の
状
況
に
あ
っ
て
、
地
元
中
小
企
業

を
元
気
に
す
る
の
が
重
要
だ
。
地
域
の
素
材
、
す
ぐ
れ
た
技

術
を
生
か
し
、
み
ず
か
ら
の
強
み
弱
み
を
認
識
し
、
な
い
も

の
は
他
と
結
び
付
け
る
人
材
が
必
要
だ
。

■■答
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
ま

ち
の
活
性
化
や
誘
致
企
業
等
の
支
援
強
化
に
よ
る
安
定
し
た

雇
用
の
確
保
及
び
拡
大
を
主
要
な
戦
略
と
し
て
お
り
、
今
後
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で
、
高
い
技
術
や
技
能
を
持
つ

地
元
企
業
等
の
受
注
機
会
や
販
路
の
拡
大
等
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
効
果
的
な
の
か
、
精
査
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

自
治
会
の
活
性
化
と
自
治
体
の
役
割

■質
長
い
伝
統
を
持
っ
て
地
域
の
自
治
を
担
っ
て
き
た
自
治

会
は
、
少
子
高
齢
化
で
役
員
の
な
り
手
が
い
な
い
。
子
供
会

を
世
話
す
る
親
も
減
っ
て
負
担
が
重
い
な
ど
、
深
刻
な
状
態

に
あ
る
。
行
政
の
支
援
対
策
は
。

■答
総
合
戦
略
に
お
い
て
人
口
減
少
に
少
し
で
も
歯
ど
め
を

か
け
る
た
め
の
各
種
施
策
に
取
り
組
み
、
活
力
あ
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
を
図
る
た
め
、
地
域
集
会
所
整
備
へ

の
支
援
拡
充
や
地
域
リ
ー
ダ
ー
等
の
人
材
育
成
等
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。
今
後
も
多
く
の
市
民
や
団
体
が
、
地
域

社
会
の
中
で
活
躍
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
ふ
た
つ
い

■質
災
害
時
に
ト
イ
レ
の
機
能
は
貴
重
だ
。
停
電
時
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
、
雨
水
貯
留
槽
を
設
置
し
活
用
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

■答
整
備
に
当
た
り
道
路
管
理
者
で
あ
る
国
土
交
通
省
と
の

連
携
に
よ
り
、
一
次
避
難
者
や
道
路
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
機
能
や
食
糧
支
援
で
き
る
体
制
整
備
、
二
次
物
資
集
積

拠
点
と
し
て
の
機
能
の
整
備
や
緊
急
用
ト
イ
レ
、
非
常
用
発

電
設
備
等
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
災
害
時

の
ト
イ
レ
機
能
確
保
の
た
め
に
必
要
と
な
る
整
備
内
容
も
含

め
、
引
き
続
き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

人
口
減
少
時
代
で
求
め
ら
れ
る
職
員
の
あ
り
方

■質
国
県
の
権
限
移
譲
に
対
し
、
何
の
工
夫
も
な
く
「
職
員

を
減
ら
す
と
大
変
だ
」
で
解
決
に
な
る
か
。
幅
広
い
知
識
経

験
を
持
つ
職
員
、
特
定
の
専
門
分
野
を
持
つ
職
員
。
お
の
お

の
適
性
を
生
か
す
人
事
制
度
が
必
要
だ
。

■答
人
事
異
動
に
お
け
る
自
己
申
告
制
度
や
職
員
研
修
に
よ

り
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
適
性

を
把
握
し
、
よ
り
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
事
制
度
と
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
実
務

研
修
の
ほ
か
、
任
期
付
職
員
、
再
任
用
職
員
、
臨
時
職
員
の

配
置
、
業
務
委
託
等
に
よ
り
、
人
的
資
源
を
有
効
活
用
し
て

い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

期
日
前
投
票
所
の
高
等
学
校
へ
の
設
置 

○

孤
独
死
防
止
の
取
り
組
み 

○

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

あ
き
た
未
来
づ
く
り
交
付
金

○

子
供
の
貧
困
の
実
態
把
握

○

能
代
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
の
質
問
事
項

○

18
歳
選
挙
権
と
主
権
者
教
育

○

総
合
戦
略
の
重
要
課
題

○

次
期
総
合
計
画
の
基
本
構
想

一 般 質 問
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